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メタアナリシスのご紹介【第 123 回⽣物統計学】 

 
1 概要 
 機能性表⽰⾷品の届け出を⾏うにあたり、有効性の科学的根拠として、臨床試験の結果もしくはシス
テマティック・レビュー (SR) が必要になります。SR とは、ある疑問に対して、⼀定の基準や⽅法論に
よって、網羅的に論⽂を収集していき、それらを使って総合的に判断する⼿法となっております。この
SR によく⽤いられている統計⼿法としてメタアナリシスがあり、本稿では、メタアナリシスについてご
紹介します。 
 
 
2 メタアナリシス 
 メタアナリシスとは、過去に報告された複数の研究結果を統合するために使⽤される統計学的⼿法を
指しています (図 1)。メタアナリシスを⾏うにあたり、PRISMA 声明に基づくことが求められており、
⽤いられる論⽂は、的確な基準によって収集する必要があります。 
 また、抽出したデータをそのまま平均することはできないため、結果を統合する際には、各研究の効果
量を算出し、fixed effect model もしくは random‒effects model を⽤いて、効果量を統合します。そ
のため、メタアナリシスを⾏うにあたっては、統計学に関しての専⾨的な知識が必要になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.1 効果量の統合について 

上記で説明したように効果量の統合は、fixed effect model と random effects model に分 
かれます。 

図 1. メタアナリシスのイメージ図 



 

 

 fixed effect model は⺟集団の推定値が⼀つの真値であると考えます。このため、効果量の信頼区間が
狭い研究を⽤いて強い重み付けを⾏う必要があり、以下のように重みを算出します。 
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⼀⽅、random effect model は、⺟集団の推定値にばらつきがあると考えます。このため、研究間のばら
つき τ を考慮して、下記のように重みを算出する必要があります。 
 

𝑊𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡 = 	
1

𝑆𝐸! + τ! =
1
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重み付け後の統合値を算出する過程は、同じであり、両者の違いは、重み付けの⽅法のみとなります。重
み付けの式を⾒てわかる通り、random effects model は、fixed effect model の重みに研究者間のばらつ
きを考慮したものなので、fixed effect model よりも弱い重み付けとなります。このため、効果量の標準
誤差は、fixed effect model のほうが⼩さく、信頼区間の幅も狭くなり、治療効果を拡⼤解釈してしまう
危険性があります。このことから、⼀般的には、random effect model を⽤い効果量の統合を⾏います。 
 
 
3 PRISMA 声明について 
 PRISMA 声明とは、システマティック・レビュー報告のためのガイドラインです。2009年に初版が開
発され、今⽇では、新たに PRISMA2020 が更新されています。PRISMA2020 では、7 項⽬のチェックリ
ストと、報告例などが書かれている「解析と詳細」で構成されており、メタアナリシスに関しても記載さ
れています。 

以下、チェックリストに記載されているメタアナリシスに関しての⽂⾔になります。 
 
研究の統合 13d 結果を統合するために使⽤した⽅法を記載し、その選択の根拠を⽰

す。メタアナリシスを実⾏した場合は、モデル、統計学的異質性の存
在と程度を特定する⽅法、および使⽤したソフトウェアパッケージを
記載する。 

統合結果 21 実施したすべての統計学的統合の結果を⽰す。メタアナリシスが⾏わ
れた場合は、それぞれの要約した効果推定量とその精度（例: 信頼区
間）と統計学的異質性の評価を⽰す。グループを⽐較する場合は、効
果の⽅向性を記載する。 

 
 



 

 

4 まとめ 
今回は、メタアナリシスについてご紹介させていただきました。SR にメタアナリシスを利⽤する際は、
統計に関する専⾨的な知識が必要なほか、PRISMA2020 に基づくことが推奨されています。 
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ヒト臨床試験 (ヒト試験) で得られる結果は、様々な誤差を含んでいます。この誤差を⼩さくすること
で介⼊効果を増⼤させることができます。オルトメディコは、多分野の専⾨家を有するため、様々なア
プローチにより誤差を最⼩化する試験運営が可能です。引き続き、皆様にご満⾜いただけるような⾼
品質なヒト試験を提供させていただきますので、今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 


